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四月の 日曜と 祭日、 二日つ づきの 休暇 を 利用して、 

わたし は 友達と 二人連れで 川 越の 喜 多 院の桜 を 見物し 

て 来た。 それから 一 週間 ほどの 後に 半 七 老人 を 訪問す 

ると、 老人 は 昔な つかし そうに 云った。 

「は あ、 川 越へ お出ででした か。 わたくし も 江戸時代 

に 二度 行った ことがあります。 今 は どんなに 変り まし 

たかね。 御 承知で もありましょう が、 川 越と いう 土地 

やまとの かみ 

は 松 平 大和 守 十七 万 石の 城下で、 昔から なかなか 繁昌 

の 町でした。 おなじ 武 州の 内で も 江戸から は 相当に 離 



ど 寝ながら 行かれる という わけです。 そんな 関係から 

でしよう か、 江戸の 人で 川 越に 親類が あると かいうの 

はたく さん ありました。 例の 黒船 一件で、 今にも 江戸 

で It が 始まる ように 騒いだ 時に も、 江戸の 町家で 年 

寄り や 女子供 を 川 越へ 立 退かせた のが 随分 ありました。 

わたくしが 世話になつ ている 家で も 隠居の 年寄りと 子 

供 を 川 越へ 預ける というので、 その 荷物の 宰領 や 何 か 

で 一 緒に 行った ことがあります。 花の 頃で はあり ませ 

ん でした が、 喜 多院ゃ 三芳 野天 神へ も 参詣して 来 まし 

た。 今 はどうな つた か 知りません が、 その 頃 は 石 原 町 

というと ころに 宿屋が ならんで いて、 江戸の 馬 喰 町 



のよう な 姿でした」 

老人の 昔話 は それから それへ と 続いて、 わたし 達の 

ようにう つかりと 通り過ぎて 来た 者 は、 却って 老人に 

教えられる ことが 多かった。 そのうちに、 老人 はまた 

話し 出した。 

「いや、 この 川 越に 就いては 一 つのお 話が あります。 

あなた 方 はむかし 一 書き物 を 調べ ておいで になる から、 

定めて 御 承知で しょうが、 江戸 城大 玄関先き の 一 件… 

;。 川 越 次 郎兵衛 の 騒ぎです。 あれ も いろいろの 評判 

になった ものでした」 

「川 越 次 郎兵衛 …… 何者です」 



とで、 藤 岡 藤 十 郎と野 州 無宿の 富 蔵が 共謀して、 江戸 

城内へ 忍び込み、 御金 蔵 を 破って 小判 四 千両 をぬ すみ 

出した ので、 城内 は 大騒ぎ、 専ら 秘密に その 罪人 を詮 

議 している 最中、 その 翌日、 則ち 三月 七日の 昼八ッ (午 

後 二 時) 頃に、 何処 を どうはいって 来たの か、 ひとり 

の 男が 本丸の 表玄関 前に 飄然と 現われて、 詰めている 

番の 役人た ちに むかって 『今日 じゅうに 天下 を 拙者に 

引き渡すべし。 渡さざる に 於いて は 天下の 大変 出来 

いたす べしと、 昨夜の 夢に 東照宮の お告げ あり、 拙者 

は そのお 使に まいった』 と、 まじめな 顔 をして、 大き 

い 声で 呶 鳴った から、 役人た ち もお どろき ました。 



その 男 は 手織 縞の 綿入れ を 着て、 脚絆、 草鞋と いう 

扮 装で、 手に は 菅笠 を 持って いる。 年の ころ は 三十 前 

くに もの 

後、 どこかの 国 者で ある こと は ひと 目に 判ります。 こ 

んな 人間が 江戸 城の 玄関へ 来て、 天下 を 渡せ なぞと い 

う 以上、 誰が 考えても 乱心者と しか 思われません。 こ 

の 時代で も、 相手が 気違いと なれば 役人た ちの 扱い も 

違います。 本気の 者なら ばす ぐに 取り 押さえて 緦をか 

ける のです が、 気違いで ある 上に、 仮り にも 東照宮の 

お 使と 名乗る 者 を、 あまり 手荒く する こと も 出来ない- 

ともかくも 一応 はな だめて 連れて行って、 それから 身 

許 その他の 詮議 をしょう とすると、 男 は なかなか 動か 



取りに ゆく と、 その 帰り 途で次 郎兵衛 が 暴れ出した。 

つむじ 

それ を 取り鎮めようと している と、 俄かに 旋風が どつ 

と 吹いて 来て、 あたり は 真っ暗、 その あいだに 次郎兵 

衛の すがたが 見えな くな つてし ま つたと 云う のです。 

マ J れも前 の 天狗から 思 い 付いた ことで、 恐らく 油断 を 

して 緦 抜け をされ たのでしょう。 網 抜けで は 自分た ち 

の 落ち度になる から、 これ も 旋風に こじつけ たものと 

察せられます。 前が 天狗で、 後が 旋風、 こういう こと 

で 何とか 申し訳が 立つ のです から、 今から 思えば 面白 

い 世の中でした。 

これで 済んで しまえば、 何が 何やら 判らず じまいで 



そうです が、 色の あさ 黒い、 眼 鼻 立ちの きりり とした- 

田舎者ら しくない 男で、 あれなら 役に立ち そうだと 

思 つ て 居り ましたが …… 」 

「国へ 帰った という 知らせ も 無い のです か」 

「知らせ も 無い そうです。 尤も 要 作 夫婦 も忙 がしい 体 

ですから、 ただ 心配す るば かりで、 別に 聞き 合わせて 

やる と 云う こと もしない ようです が …… 」 

その 以上の こと は 番頭 も 知らないら しかった。 しか 

しそれ だけの 事 を 偶然に 聞き出し たの は、 意外の 掘 出 

し 物で ある。 江戸 城へ はいりこんだ 本人 は 川 越の 次郎 

兵衛 でな く、 宇都 宫の 条次郎 であるら しいが、 いずれ 



意に 消えて しまったの ですから、 まったく 天狗に でも 

攫われた ような もんで、 なにが 何だか 判らない そうで 

す。 成程そう かも 知れません」 

「十九と いえば、 もう 立派な 若け え 者 だ。 いくら 江戸 

馴れね えから と 云って、 まさかに 迷子に なり もしめ え- 

た とい 迷子に なっても、 今まで 帰らね えとい う 理窟 は 

ねえ。 なに か 姉 夫婦と 喧嘩で もして、 飛び出し たの 

じゃあね え か」 

「いや、 それです よ。 要 作 は 隠して いますが、 女房が 

ちょいと 話した ところでは、 次 郎兵衛 は 義理の 兄と す 

こし 折りが 合わない 事が あつたよ うです。 本人 は 江戸 



ふうてい 

だと 云って、 粋な 風体の 年増の 人が 見えまして、 次郎 

兵 衛に逢 いたい と 云う の で) J ざ います。 まさかに 家出 

をし ましたと も 云えません ので、 まあいい 加減に 断 わ 

リ ますと、 むこうで はわた くしが 隠して いると でも 

疑って いるら しく、 強情に 何の かのと 云って 立ち去り 

ません ので、 わたくし もしまい は 腹が立って 来まして、 

つ い 大きい 声 を 出す ように もな りました」 

「女 はとうとう 素直に 帰った の だな」 と、 半 七 は 訊い 

た。 

「はい。 帰る に は 帰りました が、 帰りぎ わに 何だか 怖 

いこと を 云 つ て 行きました」 



半 七 は 笑った。 「女 は 浅 草とば かりで、 居 どころ を 云 

わね えの だな」 

ニ！^ぃませんでした。 次 郎兵衛 は 知ってい るので ござ 

いましょう」 

「それから、 また 別に 若け え 女が 来たと 云う じゃあね 

え か。 それ はどうした」 

「それ は、 あの …… 」 と、 お 霜 は 云い 淀んだ ように 眼 

を 伏せた。 

「それ はおめ ぇも識 つてい る 女 だな。 おなじ 村の 者 

か」 

お 霜 はや はり 俯向いて いた。 



「帰りません。 亭主の 要 作 も 心配して、 もしゃ 身で も 

投げた の じゃあ 無い かと、 町内の 用 を 打つ ちゃって 置 

いて、 朝から 探して 歩いて いるので す」 

「仕様が ねえな」 と、 半 七 は 舌打ちした。 

五平の 話に よると、 お 霜 は 八 年 振りで 尋ねて 来た 弟 

を ひどく 可愛が つ ている らしく、 その 肩を持って 亭主 

と 衝突す る ことが しばしば ある。 次 郎兵衛 の 家出 も、 

要 作が 無理押しに 我 # 心 を 押し通そうと したから である。 

若い者 を あたまから 叱り付けて、 なんでも おれの 云う 

通りに なれと 云えば、 若い者 は 承知し ない。 結局 ここ 

を 飛び出して、 天狗 騒ぎな ど を惹き 起こす 事に もな つ 



「まず 本人の 次 郎兵衛 の 方から 片付けましょう」 と、 

亀吉 はすぐ に 話し 出した。 「次 郎兵衛 の 家に はお ふく 

ろと 兄貴が ありまして、 まあ、 ひと 通りの 百姓家です。 

本人 は 江戸へ 出て 屋敷 奉公 をしたい と 云う ので、 二月 

みそか ひる 

の 晦日に 家 を 出て、 午の 八ッ半 (午後 三時) の 船に 乗つ 

たそうです。 兄貴が 河岸の 船 場まで 送った と 云う から、 

間違い は 無いで しょう」 

「二月の 晦日に 船に 乗ったら、 明くる日の 午 頃に は 着 

く箬 だ。 ところが、 次 郎兵衛 は 三日に 姉のと ころへ 尋 

ねて 来たと 云う。 その あいだに 二日の 狂いが ある。 そ 

の 二日の あいだに、 どこで 何 をして いたかな。 それ か 



な」 

「それに 相違ありません。 あしたす ぐに 行って みま 

しょう」 

「むむ。 今度 はおれ も 一緒に 行こう」 

こさめ 

あくる 朝の 四ッ (午前 十 時) 頃、 半 七と 亀吉は 小雨 

の 降るな か を 浅 草へ むかった。 戸沢 長屋 は 花 川 戸から 

馬 道の 通りへ 出る 横町で、 以前 は 戸沢 家の 抱え 屋敷で 

まち や 

あつたの を、 享保 年中に ひらいて 町屋 としたの である。 

うまみち 

そこへ 来る 途中、 馬 道の 庄 太に 逢った。 

「いい 所で 逢った。 おめえ は 土地つ 子 だ。 手 を かして 

くれ」 と、 半 七 は 云った。 



いない 所へ 若 主人 を そっと 呼びまして、 これ は 一体 ど 

ういう 事 かと いろいろに 訊き ましたが、 若 主人 は その 

訳 を 打ち明けて くれませんで、 唯た め 息をつい ている 

ばかりで ございます。 御 承知で も ございま しょうが、 

お葉 は 松 五郎と いう 女 街の女 房で、 手前 どもの ような 

堅気な 町人に 係り合い のあろう 害 は ござ いません。 そ 

れが 毎度たず ねて 来て、 なに か 無心が ましい こと を 云 

うらし いのは、 どうも 手前 どもの 腑に 落ちません。 年 

上で はあり ますが、 お葉 もちよい と始 抜けの した 女で 

すから、 もしゃ 若 主人と どうかして いるので はない か 

と 思いまして、 それ もい ろ いろ 詮議した の で) J ざい ま 



けた 方が よかろう。 こういう つもりで 唯今 出て まいり 

ますと、 丁度 そこで 庄 太さん に 逢いまして …… 。 庄太 

さんの 仰し やる に は、 お葉 もなかな か 食えない 女 だか 

ら、 お前さん たちが 迂闊に 掛け合いに 行く と、 足 もと 

を 見て 何 を 云い 出す か 判らない。 これ は 親分に 一応 相 

談 して、 いいお 知恵 を 拝借した 方が よかろうと 申され 

ましたので、 ぉ忙 がしい ところ をお 引き留め 申し まし 

て、 まことに 恐れ入りました」 

「そこで、 どうでしょう、 親分」 と、 庄太は 引き取つ 

て 云った。 「なまじい 番頭さん なぞが 顔 を 出す よりも、 

わつ しが 名代，' に 出かけて 行って、 ざっくばらん にお 



な」 

「悪い 趣向 だ。 途方 もね え。 なん ぼ 何 だって そんな 事 

を …… 」 と、 亀吉は 問題に ならない と 云うよう に 笑つ 

ていた。 

「それ だから 夢の よう だと 云って いるの だ。 おれの 当 

て 推量 はま あ 斯う だ。 おめえ も 知つ ている だろう が、 

この頃 は 世の中が だんだんに 変わって 来て、 道楽 も ひ 

と 通りの こと じゃあ 面白く ねえと 云う 連中が 殖えて 来 

た。 三、 四 年 前の i 舎 源氏の 一件なん ぞ がいい 手本 だ。 

みんな ひどい 目に 逢いながら、 やっぱり 懲りね えらし 

い。 増 村の 息子 を はじめ、 その 遊び仲間 は 工面の いい 



切って 行く の を、 半 七 は 眼 早く 見つけた。 

「あ、 いけね え」 

半 七 は 傘 を なげ 捨てて、 これ も 跣 足に なって a け 出 

した。 今や 大 川へ 飛び込もう とする 女の 帯 は、 うしろ 

から 半 七の 手に つかまれた。 亀吉も つづいて 艇け 寄る 

と、 露路の 中から 男と 女が 艇け 出して 来た。 

「おめえ は番 太の 女房 だな。 まあ、 おちついて おれの 

顔 をよ く 見ろ」 と、 半 七 は 云った。 

半 気違いの ようになつ ている 女房 も、 半 七と 知って 

急に おとなしく なった。 あとから 追って 来たの は、 お 

霜の 亭主の 要 作と、 この 露路の 奥に 住んで いるお 高と 



やらして、 彼等 はしき リに半 七に あやまった。 

「いや、 あやまる 事 はねえ。 そこで、 番 太の かみさん- 

おめえ にもう 一 度 訊きて え ことがある」 

半 七 はお 霜 を 二階へ 連れて あがる と、 そこ は 三 畳と 

かきつ ばた 

横 六 畳の ふた 間で、 座敷の 床の間に は杜 若が 生けて 

あった。 東向きの 縁側の 欄干 を 越えて、 雨の 大 川が 

煙って 見えた。 その 六 畳に 坐って、 彼 はお 霜と 差し 向 

かいに なった。 

「もう ひと 足の 所でお めえ は どぶん を 極める ところ 

だった。 それ を 助けた 半 七 はま あ 命の 親と いう もの だ 

ろう」 と、 半 七 は 笑いながら 云った。 「命の 親に 噓を云 
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